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仏塔信仰 としての bhakti

―法華経 と bhakti 信 ―

關 戸 法 夫

Bhaktiは,神 への信愛と解釈され仏教経典に散見され るsraddhaと 峻別され

る1)。法華経にみられる仏(舎 利)塔 に対する法華教徒の心情が,bhaktiと 見倣

され うる場合がある2)。

本稿では,仏 塔信仰の もつbhaktiに 視座を あ て,法 華教徒は仏塔に対して

bhaktiと い う心情を有していたのではなかろうか とい う仮説施設作業を行 うこ

とを目的 とする。

『法華経』の 「寿量品」に説かれる仏陀の寿量の長遠への信仰は仏塔信仰 とい う

bhakti信 の現われと理解され,Gita等 にみられるbhakti3)と い う信仰形態が,

法華経の仏塔信仰へと推移して,仏 塔信仰はbhaktiの 延長線上に位置するであ

ろうとい う特徴を指摘できるかもしれない。仏教では,仏 陀は永遠の法を悟 り,

法を教示した人師であ り,崇 拝の対象ではない。仏教徒は仏陀の説 い た教法 に

sraddha,prasada,adhimuktiし たのであ り,仏 陀へのbhaktiを 捧げたのでは

ない4)。仏陀滅後,歴 史性を超越した教法こそが仏陀の本質であるとい う考えの

下に,『 法華経』の 「寿量品」には,仏 陀の寿命は長遠であ り,常 住不変である

ことが説かれており,こ の人格存在としての仏陀の常住性を象徴するものが塔で

ある。塔に祀 られてあるものは,仏 陀のなきがら,舎 利である。しかし,そ れを

媒介として,法 華教徒たちは長遠なる仏陀を塔に見立てるのである5)。法華経は

教法である。その経巻を舎利になぞら}て 礼拝の対象とし,仏 塔崇拝,そ して経

巻崇拝を行 う6)。「分別功徳品」に塔(stupa)に 関して,塔 寺 ・僧坊 ・衆僧供養の

三を併挙している。梵本でstupaに 対 し,什 訳は塔寺,正 法華では塔廟,西 蔵

訳にはmchodrten,gtsuglagkhanと ある。

従 って,什 訳の塔寺はstupaと 解釈される。法華経にお いて,法 師品が仏塔

に関連をもったdharma-bhanaka')に 流通の使命を負わせてお り,貝 宝塔品に,

宝塔の涌現を現わし,勧 持品,安 楽行品に,法 華経を流通すべき使命を担た者の

心構えを説明し,そ して,涌 出品に,地 涌の菩薩に沙婆世界(sahalokadhatu)に
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おける法華経の流通を付嘱する。ここに仏塔 とdharma-bhanakaと の密接な関

係が浮かび上がる。

金倉円照博士によれば8),法 華経 と外教とはイン ド精神から咲き出た両手の花

というべ きであ り,両 者の相似よりも,む しろ相違する点を重視すべきであろう

といわれ,今 西順吉教授は9),金 倉円照博士を踏襲しつつ,法 華経 より2,3の

例文を引用し,法 華経が 『Rg-veda』 の原人讃歌や 『Bhagavat-gita』 の巨大な神

のイメージに引き寄せられている印象を受けることは否定できないであろ うと示

唆されている。金:倉博士の指摘される法華経と外教との相似点はbhakti信 とい

う心情を持ちながらも,信 仰形態の上で相違し,仏 塔へのbha:kti信 と,ヒ ン ドゥ

ー教の神へのbhaktiで あろうと推定される。今西教授の主張される 『Rg-veda』

や 『Bhagavat-gita』 等のイン ド文献に特徴的な巨大な神へのBhaktiの イメー

ジと 『法華経』「貝宝塔品」10)に登場する高さ五百由旬の七宝の塔が大地より涌現

した という巨大な仏塔のイメージとは重なりあうように思われる。

平川彰博士は 「大乗経典に展開されている仏陀観は仏陀なきあとの弟子たちの

考えた仏陀観であるから,実 際に仏陀が存在した時の弟子たちのみた仏陀観 す

なわち原始仏教時代の仏陀観 とは異質的なものがある。」とする。仏陀滅後には舎

利塔を建ててこれを供養する とい う思想が法華経 に濃厚にある。これはbhakti

思想に起因する一つのあらわれとみなしうるものではなかろうか。

原始仏教における信(sraddha)よ り大乗仏教の仏塔信仰(stupa-bhakti)へ の移

行は原実博士が,『 古典イン ドの苦行』11)に指摘され,MBh.に おける苦行(tapas)

より信愛(bhakti)へ の移行は,丁 度,仏 典における信(sraddha)よ り仏塔崇拝

(stupa-bhakti)へ の,難 行道より易行道への転換とよく似ているように思われる。

MBh.と 法華経の成立年代に関しては,MBh.は 紀元前後,法i華 経は上限を世

紀から二世紀下限を二世紀中葉から末期の西北イン ドといわれている12)。

仏典に現われたるbhakti信 に関しては,石 上善応教授の詳細にして,厳 密な

研究がなされてお り13),それによると,教 理的性格の薄いbhaktiと い う語は仏

典には用例が少ないが,後 世程頻出度が高くなるのも仏陀讃仰の現われであ り,

アパダーナ文学,ス トー トラや密教関係に多 く,特 に仏 陀讃 歎 の詩,百 余偶の

BhaktiSatakaに 至 り極限に達するとい う。

『倶舎論』に仏塔供養についてbhaktiと い う語が用い られ14),仏 塔に参集す

る人々の仏陀に対する心情はBhaktiの 心'惰に通じるものがあったであろ うと考

えられる。その根拠は,信 徒が仏塔に財物を布:施する場合,施 物を享受すべき仏
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陀 がす でにいないのに,そ の信徒 になぜ福徳(punya)が 生 じるの か と い う問 い

に対す る答 に見い出され る。

「三宝別体説」 によれば,仏 塔 に献上 され た財 物は仏宝に属す るもの で あ り,

僧 伽がそれを受領す る こ と は で き な い。 ヴァスバ ン ドゥはい う。福徳は二種 あ

り,そ れは施捨(tyaga)と 受 用(paribhoga)と に 由来す る。

すなわち,施 す ことそれ 自体に よって生 じる もの と,施 しに値す る ものを受 け

とった者がそれを享受(paribhoga)す る ことによって生 じる もの とがあ り,制 多

(caitya)に 対 ず る(布 施)は,施 捨に由来する福徳 である15)。

布 施を受け とるべ き者が誰 もいない場合には,い かな る者 を も提益す ることが

ない ことになるが,も し福 徳は他人を摂益す ることのみ によってあ るな らぽ,慈

等の四無量 心(catvaryapramanani;maitrikaruna,mudita,upeksa)と 正 見 との修

習 においては,福 徳 は生 じないであろ う。 自己が四無量心 を修習 して も,他 人を

摂益 するわけではな く,正 見を修習 して も他人が受益者 とな るわけではない。 し

かし,慈 等の四無量心 も正見 も福徳を生 じるのであ る。

慈等 の四無量心 においては,受 け取る者(pratigrahaka)ま た は他人を摂益(pa-

ranugraha)す る ことがな くても,自 ら の心の力に よ って福徳 と な る と同 じよう

に,有 徳 者(で あ った仏陀)は 已に過去 してい ても,仏 陀に対す る信愛(bhakti)

に よ って造 られた(布 施)は,自 分 の心 によって福徳 となる と予想 され る。反 論 と

して,も し福徳 が心に よってのみ生 じるのであれ ば,布 施(dana)と 尊 敬(mana)

な どの作業は無益な もの となろ うとい う。 ヴ ァスバ ン ドゥは答え る。そ うでは な

い。 その行為を生起させ る信愛(bhakti)は(行 為 を伴 なわない信愛 よ りも)一 層

顕著であるか らである。例えぽ,仇 敵を殺害 し よ う と い う意図を もつ者が そ れ

(殺害の意図)に よっ て生起 され た身 ・語の行為を,仇 敵が 已に死 んでいるのに も

拘 らず,仇 敵 である とい う想いに基づいて行な}ば,そ の者 には多 くの非福 ・罪

(apunya)が 生 じるが,(行 為の伴わない)意 図のみに よっては罪が生'じない よ う

に,師(で ある仏陀)は 已に過 去 し た の に,師 へ の信 愛(bhakti)に よ って生起

され た布施 と尊敬の行為をなす者には,更 に多 くの福徳が生 じるが,信 愛 だけで

は更 に多 くの福徳は生 じない16)。(以 下,称 友の詳細な注釈が続 く。)

以上 よ り明 らかな ことは,仏 陀は滅度 したに もかかわ らず,仏 陀へ の信愛(bh-

akti)に よ り生み出 された布施や尊敬 で仏陀を崇拝す る者に福徳が多大にな るが,

bhaktiだ け では福徳は多大にな らない。つ ま り,bhaktiと と もに布施 と崇拝 とを

勧請 してい ると解釈 され よ う。
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平川彰博士に よれば,仏 塔信仰の背後にある仏陀観を深化し,「寿量品」にお

いて 「仏寿無量」の教理を展開し,さ らに方便品において,諸 法実相,一 乗の教

理を説き,こ の二つの教理を綜合する場として,仏 塔を活用している。法華経に

は,仏 陀の滅後に,仏 陀を供養礼拝するた め に仏塔を建て るこ とが 「方便品」

「見宝塔品」に強調される。

正法の永遠性の証明は,塔 によって象徴せられているのである。塔の中には,

如来の舎利が祀られている。塔は仏陀の人格の具現である。人格存在 としての仏

陀の常住性を象徴するものが塔である。仏塔が仏陀そのものとみなされ,そ の塔

である仏陀にbhakti信 を捧げるようになったと考えられるのである。

久遠の教法である仏塔を仏陀として讃仰するに至った 「見宝塔品」に,

dhareti yo idam sutram sa dhare jina-Vigraham //35// KN 255. 10.

若有能持 則持佛身(大 正蔵9.34中P.110a6,No.255.10)

とあ り,「 この経」 とはSaddharmapundarika-sutraと い う法(dharma)で あ り,

仏 陀滅後 の仏陀 であ り,そ れを よ く持つ者 はジナ(仏 陀)を 持 つ ことにな る とい

う。

ここで問題 となるのは,塔 と経巻に関 してであ る。 この点につ いて,塚 本啓祥

博士 は 「舎 利(sarira;法 師品以前ではdhatuを 用 う)を 安置 した塔(stupa)の 建 立

と供養 を否定 して,経 巻を奉安 し た支提(caitya)の 建 立 と供養を勧奨す る ので

あ るが,そ の理 由として,支 提中 に如来 の全体 の舎利,す な:わち全身が あるか ら

であ るとす る。 法華経 の法師品は,経 巻を具象 的に如来 の全身 と見倣 す こと

に よって,法 身 の表示を志 向した もの と考えられ よう。」 と主張 されてい る。

三友量順博士は,経 巻供養 とい う視点 に立 って,経 巻 に如来 の遺骨 の全体 が安

置 され ている とい うことが いわれ,仏 舎 利 と経 巻 との同視が端 的に言い表 わされ

ている と論証 され ている。

ここでは、,caityaに は 如来 の舎 利(sarira)は 安 置 され る必要は な く,caityaに

お いて法師(dharma-bhanaka)に よ って,法 華経が説かれ る場合には,す でにそ

こには如来 の遺骨 の全体が祀 られ ているのであるか ら,建 てられ ているcaityを

stupaと 表 現 していること に な る。 久保継成博士 は,『 法華経菩薩思想 の基礎』

へ 「分別功徳品」 に,caityaとstupaと の 関係 が,経 巻(pustaka)と 法 師

(dharma・bhanaka)と 仏 塔信仰を念頭 に置 いたと思われ る舎利 との関連 におい て,

明解 に述べ られ ている と結論 づけ ている。

万有をそ の身体 の中に現わ し出す とい う観念が 『バガヴ ァッ ド・ギーター』 と
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『法華経』に共通していることは否定できないであろう。

例えば,『法華経』「法師功徳品第19」 に,

あらゆるものと衆生は,悉 く中において(tasminnatmabhaveparisuddhe)現 われん。

苦しくは声聞・辟支仏・菩薩 ・諸仏の説法は,皆 身中においてその色像を現わさん。(大

正蔵第9巻,P.49以 下,尚,atmabhavaは 身体(kaya)の 意味に用いられている。)

仏塔信仰は大乗仏教一般の基盤 となっているのであ るが,r法 華経』が多 くの

個所で仏塔供養に触れ,『 法華経』その もの に 「見宝塔品」 とい う品名を擁する

ことは,法 華教徒が仏塔信仰になみなみならぬ関心をもっていたことの証左にな

るであろ うし,又,仏 塔信仰に関する 『法華経』の姿勢は各品によって異なり,

序品 ・方便品では仏舎利信仰,舎 利供養の奨励であるが,法 師(dharma・bhanaka)

としての法華教徒の教導者が登場する法師品や分別功徳品では舎利信仰より経巻

信仰(pustaka-puja)に 移行しているという点に問題がある。 これは苅谷定彦博士

の指摘される如 く,法 華教徒が仏塔信仰に行きづまりを感じたの で はなか ろ う

か。その解決策として,『 倶舎論』に説かれた,布 施と尊敬を伴なったbhakti,

それが見宝塔品に おい て,仏 塔信仰と経典崇拝が綱合されて,仏 陀へのbhakti

へと高まっていたであろ うと特徴づけられるのである。

法華教徒の教導者であ る法師(dharma-bhanaka)は 西暦前二世紀頃には仏塔に

関係をもち17),巡 礼の俗人信者を対象として,讃 仏供養,経 典暗諦を取 り行ない

ながら説法していたものと考えるならば,bhaktiと い う心情を堅持したdhar-

mabhanakaは 仏塔建立を奨励し,仏 塔への布施供養,そ して経巻への崇拝を促

したとするならば,当 然,dharma-bhanakaた ちの心情はbhaktiを 含んでたと

結論できるのである。

ただし,ヒ ン ドゥー教諸派 と峻別させるために も,あ くまでも仏塔信仰として

のbhaktiを 基調におきながら,法 華教徒 としての心情を保持していたのではな

いかと思われる。
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